
26PA-am132
アイソトープ実験施設の排気モニタによる東北地方太平洋沖地震（Mw9.0）に先
行する大気中ラドン濃度変動の検討
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Mw9.0 東北地方太平洋沖地震前の異常変動について，福島県，宮城県，栃木県（3
県）で得られた大気中ラドン濃度変動を用いて検討した。大気中ラドン濃度の推定には

アイソトープ実験施設の排気モニタの 1 時間毎データを用いた。異常変動の検出のため

のラドン濃度残差決定において，長期成分（経年変化や平均値）と季節変動成分を差し

引く必要がある。季節変動成分は，5 年以上平年変動が得られた北海道，福島県，和歌

山県の排気モニタのデータと，日本分析センターの公表値（各都道府県の大気中ラドン

濃度のデータ）より推定し，3 県の季節変動成分 F(t) Bq m-3 は式 1（A Bq m-3：振幅，t 日：

2003/1/1 からの経過日数，位相：75
日）となった。振幅 A Bq m-3 は各県

ごとに求めた。 
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(1) 
3 県で得られたデータより，長期

成分と(1)式で求めた季節変動成

分を差し引き，ラドン濃度残差を求

め，図1 に示した。3 県すべてのラド

ン濃度残差が地震（Mw9.0）前の

2010/12 から 2011/1 に急激に減少

していることがわかった。 
図 1. 3 県のラドン濃度残差変動 


